
学校生活における歯・口の外傷の防止と安全な環境づくり

（ 第３回 縦割り班安全点検 ）

〇対象学年 全学年

〇実践のねらい

・児童自身で学校設備を点検することにより、児童の安全意識の高揚を図る。

・児童の視点による危険個所を発見し、より安全な環境を整備する。

・ＫＹＴ活動の視点を理解し、将来にわたって健康で安全な生活の実現に向けた基礎的

生活習慣を育てる。

・複数学年で活動することにより、異学年交流を図る。

〇実践後の児童の変容や感想、現状など

【良かった点】

・５年の引継ぎがスムーズだった。

・危険個所を見つける力が身に付いた。

・３回同じ場所で行うことで、危険箇所を見通して点検することができた。

（KYTにつながった。）
・低学年も点検ポイントを理解してスムーズに活動できた。

・普段から自分の机やいすに関心を持って点検を行うことができた。

・安全に生活するための話合いを行うことでより当事者意識をもって

・児童が自分で直せるところは直すことで、気を付けて生活しようとする意識が高まっ

た。

【改善する点】

・書く時間が足りなかったため、お願いカード、点検カードの簡略化を行う。（安全チ

ェックカードをなくす。）

・修繕箇所は一覧にして長期休業で職員作業で修繕対応できるとよい。

・安全点検場所の担当職員も危険箇所や修繕箇所の報告を行う。（管理職へ）

・お願いカードは管理職へ集約する。

【来年度・今後の活動】

・保健の年間計画に入れる。

・年に３回（学期に１回）児童安全点検を行う。

・来年度の３回目も５年生がメインで行う。

・中央委員会主催の縦割り班安全点検なので、中央委員会担当や縦割り班担当に計画実

行を引き継ぐ。

環境部（調査結果の掲示物）

中央委員会担当・縦割り班担当（安全点検簿、計画案の作成、運営）

・点検結果は環境部と一緒にまとめを行う。



【点検の様子】



【安全カード】

【安全チェックカード】



【お願いカード】

【安全マップ】


